
第2学年
2月16日

1 活動名どうあらわそうか
2 活動について

2年生は,1年生よりサークル対話を行うている(課題別部会「低学年教育部会」参照)。サークル
対言乱辻,子どもたちが生活の中で見っけたことや感じたこと,興味をもったことなどを話し発表仔に
質問をしたり,発表と関連した聴き手の経験が話したりしている。全員の発表が終わると,発表を振り
返りながらお気に入りの発表をえらび,その内容を板書Lて金員で推敲を行ってぃる(共祠推敲)。そ
して子どもたちは皆で打俳攻して作りあげた文章をノートに視写し家庭で音読をしている。
サークル剣盲舌では,分からないことをよく質問をする。ことぱの意味を尋ねるものであったり発表

内容を深めるものであったりする。また,2年生になると,発表者が話した内容に関連した聴き手自身
の話をするようになり,時には「ちょ0と話がズレるかもしれないんで司・けど・・・」と言いながらミ千をす
ることもある。語粂が豊富になってきて,ことぱだけで話を理解し解釈していることが分かる。このよ
うに,子どもたちは発表を通して語義を共有し,内容を皆で理解する対話が行われてぃる。
サークル対話後の共同搾系衷は,特に文章の句読点を検討'と文章表現が適切かを中心に行ってぃる。子

どもたちは句読点の検討を通して,意扶をぢぇながら読点をうっ場所を芳えるようになり,それが意昧
で段落を捉えることや段落構成をぢぇる学習にもっながってきた。共倩訓玩駿の最後は,題名を寺えてぃ
る。題名を考えることで,白然と話し手が一番伝えたいことや話の中心を意識できるようになってぃる。
この共同打鄭伎では,よりよい文章にするために,ことぱや文章を言い換えたり,文の順声を入れ替え

たりと,色々なことを試行錯誤しながら進めている。教師は,子どもの意見に耳を傾け,まずやってみ
る。上手くいかないと,子どもたち自身が「これじゃだめだ」ということに気付く。逆に,より良い表
現になった時には「いい!」と言う声があがり,発表の主も満足そうな顔をtる。そこで,教師が子ど
もの学びを位置づけ,ことぱの意眛や表現の仕方にっいて整理してぃる。
あることぱ/文章にっいて,何通りものことぱ/文章を出しながら検討し,皆で1つの文章にしてぃ

く。こうした共同推敲の学びを支えるのは,子どもたちにとって「自分たちで学びをっく。てぃる」と
いう有用感があることだと腔、う。最初に述べたように,共同推敲をした文章はノートに視写され=読
の学習材'となる。子どもたちにとって共同推敲された文章は,いわぱ教科ITとなるのである。だから,
よく聴いてえらび,こだわって表現をっくっていくのである。その学びの中に,ことぱの意味を問い直
t,また共通了解する「てっがく」の学びがあると考えている。さらには,子どもたちが自分たちで学
ぴを創ることを学んでいるのではないだろうかと努える。教師はそこでともに学ぶ伴走者でありたい。
3 学習活動計画(※毎日の活動の流れ)

(1)胸分で発表tる内容を考えておく。

(2)予約の順に6人くらいを巨安に,1人5分位発表をtる。発表後質問や感想を交流する。
(3) 6人終わ0たら]つ発表を選び,共同推敲をする。
4・本時の活動について

(1)本時のねらい

発表者の伝えたいことを意識しながら,よりよいことぱや表現を考える。
(2)予想される本時の展開

「みがく」学習活動案
(木)町砦D室 10 ! 00~10 40 寺舌し合し、 10

授業者本羽

55~11:45

祐吾

主な学習活動と子どもの姿

サークル対話で発表を聴きあう

発表から題材を1つ選ぶ
選ぱれた発表を共同推敲する

4 推敲した文章を視写する

口授業後の話し合いで話題にしたいこと
サークル対話や共同芥卦改が,ことぱの学びを通Lた「てっがく」の学びとな0てぃるか。
合科・的な学びゃ教科の学びの中の「てつがくj の芽にっいて者えたい。
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0教師も子どもも発麦を楽しむ。
・話し手の伝えたいことに寄り添いながら聴き,応響できるよう
に西画愈tる。

・子どものことぱがとがったものにならないよう気を配る。
・必要に応じて,分からないことぱなどの支援をtる。

0発表の内容を振り返り,題材をえらぶ。
0発表者の喪Lたいことに寄り添うことを大切にして推敲する。

・1倫波するポイントを整理しながら進める。
0推敲した文章を丁寧に書くことと文章にあう絵を添えて

に視写する
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